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表紙説明

航空機から見た浜名湖と今切湾
海跡湖である浜名湖は，かつては遠

と お つ あ わ う み

津淡海と呼ばれ，畿内から見て琵琶湖より遠方にある湖として古くか
ら知られていた．この湖は遠州灘に隣接しているが，元々は湖面の水位が高く，定常的に海水が流入する
ような環境ではなかった．しかし，室町時代後期の1498年（明応七年）8月25日に起きた明応地震(Mw 8.5)
による地盤沈下や津波によって，浜名湖と海を隔てていたバリアーが決壊し，現在のような汽水湖となっ
た．この時発生した潮汐口は今

いまぎれ

切と呼ばれ，その後は渡船で往来する東海道の要衝になったと言われてい
る．（写真・文： 七山　太１）     １）産総研  地質調査総合センター地質情報研究部門 ）
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Lake Hamana and Imagire tidal inlet, western Shizuoka Prefecture taken from an airplane. 
（Photograph and caption by Futoshi Nanayama ).
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